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的
に
絡
ま
り
あ
っ
た
Ｄ
Ｖ
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
、

言
葉
の
問
題
や
在
留
資
格
の
有
無

な
ど
に
よ
り
支
援
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
や
、
男
性
の
被
害
者
、
同

性
カ
ッ
プ
ル
の
Ｄ
Ｖ
も
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
当
事
者
が
常
に
尊
重

さ
れ
、
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

な
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
行
政
と
民
間
が
対
等
な

関
係
を
保
ち
な
が
ら
協
働
し
、
Ｄ

Ｖ
根
絶
に
む
け
て
社
会
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

※
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
の
略
称

【
出
典
】

・
小
川
真
理
子
「
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
を
尊
重
し
た
支
援
：
２
０
２

３
年
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
法
施
行
に

む
け
て
〜
共
同
参
画
に
寄
せ
て

〜
」（
内
閣
府
・
月
間
総
合
情
報

誌
『
共
同
参
画
』
２
０
２
４
年

３
・
４
号
）
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み

ほ

文

芸

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
海
水
浴
」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡
日
和
吟
社
字
結
び
「
海
水
浴
」
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

父
に
背
負
わ
れ
祭
り
の
帰
り
金
魚
小
さ
な
水
の
中　
　
　
　
　
　
石
戸
葎
華

猛
暑
続
き
で
人
影
ま
ば
ら
海
の
家
で
は
閑
古
鳥　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

海
を
満
喫
ビ
ー
チ
に
出
か
け
彼
や
彼
女
を
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ　
　
　

井
戸
賀
龢
道

水
を
こ
ま
め
に
飲
ん
で
は
動
き
暑
さ
乗
り
切
り
今
日
も
無
事　
　

上
野
八
千
代

揃
い
浴
衣
に
団
扇
が
似
合
う
逸
る
気
持
は
盆
踊
り　
　
　
　

   　

小
薗
江
久
美

茶
室
開
き
に
名
水
点
で
恩
師
迎
え
て
お
も
て
な
し　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

遠
い
昔
の
子
供
の
頃
に
こ
れ
が
海
か
と
湖
水
浴　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

日
本
い
い
と
こ
海
外
か
ら
の
客
が
喜
ぶ
お
も
て
な
し　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

地
震
水
害
人
災
ま
で
も
多
発
日
本
の
大
ピ
ン
チ　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

里
の
山
家
の
清
水
に
ス
イ
カ
ト
マ
ト
プ
カ
プ
カ
涼
し
顔　
　
　
　

塚
本
夏
雲

水
面
行
進
セ
ー
ヌ
を
船
が
ビ
ッ
グ
演
出
パ
リ
五
輪　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

軍
艦
は
爆
沈
諸
共
父
も
沈
む
亡
骸
瀬
戸
内
海
の
海　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

う
だ
る
暑
さ
に
冷
水
注
ぎ
ゃ
庭
の
メ
ダ
カ
も
は
し
ゃ
ぎ
出
す　
　

増
尾
青
蓮

一
人
ゆ
っ
た
り
森
林
浴
は
無
我
の
境
地
の
心
地
良
さ　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

部
活
焼
け
し
た
浴
衣
の
娘
等
も
薄
く
紅
ひ
く
夏
祭
り　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

散
歩
無
理
だ
な
暑
さ
に
負
け
て
浴
る
ク
ー
ラ
ー
秋
恋
し　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

セ
ー
ヌ
川
五
輪
テ
ロ
を
呼
ぶ
な
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

蝉
時
雨
負
け
じ
と
唸
る
室
外
機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

一
面
の
あ
っ
と
い
う
ま
に
出
穂
と
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

荒
梅
雨
や
瓦
礫
そ
の
ま
ま
震
災
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

暑
中
見
舞
友
は
リ
ハ
ビ
リ
施
設
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

夏
雲
へ
ク
レ
ー
ン
猛
き
首
を
振
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

戦
跡
に
赤
い
マ
ニ
キ
ュ
ア
夏
帽
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

暑
さ
飛
ぶ
メ
ダ
ル
花
咲
く
五
輪
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

噴
水
に
子
等
は
び
し
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れ
無
頓
着　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
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山
口
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だ
て

八
月
の
俳
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（
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当
季
雑
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十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
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は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ

か
ん
こ
ど
り

せ　
　
　
　

と

こ　

ら

ふ　

ね

た
け

あ
ら

　

今
年
４
月
に
改
正
法
が
施
行
さ

れ
た
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
」、い
わ
ゆ
る
「
Ｄ
Ｖ
防
止

法
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
法
律

は
、
平
成
１３
年
４
月
に
成
立
し
、

以
降
５
回
の
改
正
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、「
保
護
命
令

制
度
の
拡
充
・
保
護
命
令
違
反
の

厳
罰
化
」
や
「
基
本
方
針
・
都
道

府
県
基
本
計
画
の
記
載
事
項
の
拡

充
」、「
協
議
会
の
法
定
化
」
な
ど
、

被
害
者
の
保
護
や
支
援
等
が
拡
充

さ
れ
、
大
幅
な
改
正
と
な
り
ま
し

た
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
法
は
、
女
性
を
中
心

と
し
た
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ

る
議
員
立
法
に
よ
り
成
立
し
ま
し

た
。

　

制
定
の
背
景
に
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害

当
事
者
を
は
じ
め
、
民
間
女
性
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
婦
人
保
護
事
業

関
係
者
、
専
門
家
、
研
究
者
、
自

治
体
関
係
者
な
ど
、
様
々
な
立
場

の
人
々
が
立
法
過
程
に
参
入
し
、

多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
私
の

知
人
も
、
Ｄ
Ｖ
被
害
当
事
者
と
し

て
参
加
、
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
お
聴
き
し
て
い
た
の
で
、
Ｄ
Ｖ

防
止
法
の
成
立
に
つ
い
て
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

当
会
の
前
身
で
あ
る
「
美
浦
村

女
性
行
政
推
進
協
議
会
」
で
は
、

１０
数
年
前
に
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
当
事

者
の
赤
裸
々
な
体
験
談
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
外

か
ら
相
談
に
見
え
た
方
も
お
ら
れ
、

Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
重
要
性
を
改
め
て

実
感
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
経
済
的
困
窮
や
精
神
的

な
疾
病
な
ど
様
々
な
困
難
が
複
合

改
正
Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
暴
力
）

防
止
法
施
行

遠
井　

宮
子

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０８

美浦村男女共同参画美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～～共に輝くみほの会～

男男男男女女女女女男男男男女女女女女 ももにににがががととともももにににににががとと ににににににににがががとととももも

輝輝輝輝輝輝くたためめめにににくたためめめににに

男女がともに
　 輝くために
男女がともに
輝くために

■問合せ　都市建設課☎０２９－８８５－０３４０

耐震診断、住宅リフォーム
費用の一部を補助します

村では、地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工
事を行う場合、その費用の一部を補助しています（予算がなくなり次第受付終了）。
必ず工事着工前に都市建設課に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

●対 象 者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録をしている方で、
　　　　　　　その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者により行う方
　　　　　　　※村で実施している他の補助制度を利用された方は除きます。
●対 象 工 事　１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のため
　　　　　　　に行う補修・改良工事
●対象外工事　交付決定前に着工した工事、１２月３１日までに完了しない工事、
　　　　　　　車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事、
　　　　　　　機器類および建具のみの設置・交換工事、
　　　　　　　ソーラーパネルの新設・交換工事、自然災害による被害の復旧工事等
●補 助 額　対象工事にかかった工事費（消費税別）の１０％
　　　　　　　※上限額１０万円。上限額までは千円未満切り捨て。

補助申請は必ず着工前に！ 住宅リフォーム費用の一部を補助します

耐 震 診 断・・・耐震診断士を派遣(無料)


